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論文の内容の要旨
　本研究では，各種データモデル及びモデル化手法に統一的な記述を与える試みとして，メタモデリング手法の
概念スキーマモデル機能（CSMF：C㎝ceptua1Sche㎜a　Mode11i㎎Fac肚y）に沿い，レベル対の考えに基づく核モ
デル（the　Core　Mode1）を提唱した。レベル対は，記述階層上で近接する2つのメタレベルから成っており，上
位レベルには下位メタレベルに記録されているインスタンスに関するタイプ情報が含まれている。レベル対の数
に制限を設けないことにより，レベルに拘らずデータの取扱いに統一的な方法を提供できるようになった。
　論文申には，核モデルの3本の柱（概念的“細身”のモデル，オブジェクト指向，自己記述）の考察とともに，
任意に多数のメタレベルと属性水準を生成するアルゴリズムを示した。また，初期インスタンスのフルセットを
用いた実装例も呈示した。更に，核モデルが視野の大きく異なる他のモデル（関係モデル，JDMF口SA　Data
Mode1h㎎Faci1ity］，コマンド連鎖構造）にも拡張できることを明示した。ここでいう自己記述とは，メタ階層
ごとに存在する記述法自身を再びシステム内に内包していることを意味している。統一的な仕様のもとで，記述
法は自由に変更できる。
　本研究に用いたメタレベルO，ユ，2，3，4，5の事例は，核モデルが他の類似システムより強力な概念モ
デリング能力を有することを証明した。この強さは，核モデルにおいて必要なメタレベルが統一的なアプローチ
で生成できるところに由来する。この仕組みにより，無隈のデータモデル機能の記述問題を解決する見込みが与
えられた。
　なお，論文の構成は以下の通りである：
　　　序論
　　　第1章　核モデルの説明：自己記述的スモーマモデル機能
　　　第2章　核モデルの関係モデル記述への拡張
　　　第3章　核モデルのJDMF記述への拡張
　　　第4章　核モデルの更なる拡張
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審査の結果の要旨
　本論文で設計・実装されたモデリング支援手段は，ハードウェア及びOSに中立的な“概念”を自己記述的に
扱い，無隈の記述階層を有するところが特徴である。この仕組みにより，複数のデータモデルを統一的な観点か
ら記述できることをオブジェクト指向パラダイムに基づいて示した。
　よって，著者は博士（経営工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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